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校長 青山修司

今日から南小は２学期がスタートしました。夏休みと比べると４日間というとても短い秋休みでしたが，子供た

ちはどんなふうに過ごしていたでしょうか。

９月 30 日から 10 月１日と，５生と花山自然体験合宿に行ってきました。南小 facebook でも特集したので，花山

での５年生の様子を写真や動画でご覧になった方も多いと思いますが，５年生は実に積極的に活動し，花山の自然

と体験プログラムを満喫しました。でも考えてみると，自然体験活動は長い山道を歩いたり，冷たい沢水に飛び込

んだり，夜のキャンドルサービスでは人前で話すので緊張したり，雨の中を荷物を運んで疲れてしまったりと，大

変なことの方が多いのに，どうして子供たちは楽しめるのでしょう。今回の５年生も本当に楽しそうでした。私は

生涯学習に長く関わっているので，「現代っ子」の子供たちが，自然の中でたくましく，そして優しく劇的に成長

する瞬間を何回も目撃しています。いろいろ理由がありそうですが，花山の自然の中での様々なプログラムを通し

て，先生方や友達と徹底的に「関わり合う」からだと私は思うのです。

さて，前号の「ココステ」で，児童の生活習慣アンケートの結果から，南小のノーテレビ・ノーゲームデーの実

施率が思わしくないことを特集し，家族みんなで楽しむ「団らん」の時間を大切にとお願いしました。ここで障害

となるのが，テレビやユーチューブ，デジタルゲームです。ルールを決めて一定時間楽しむ分には全く問題はない

のですが長時間やり続けてしまうと，悪影響が出てきます。集中力や学習意欲の低下，視力の低下や睡眠障害，若

年性の肩こり，情緒の不安定等が挙げられ，社会問題にもなっています。担任の先生方から話を聞くと，南郷小で

もユーチューブを遅くまで視聴して睡眠不足になっていたり，デジタルゲームを何時間もやり続けて宿題や家庭学

習ができなくなり，次の日学校で困ったりしている児童がいるようです。では，これらのデジタルデバイスを全面

禁止にすればいいのでしょうか。いえいえそういうことではありません。子供たちはこれからのデジタル時代に生

きる世代です。もう少し経つと学校から支給された iPad を家に持ち帰って，宿題や家庭学習を行う取組も始まり

ます。デジタル機器を自分でコントロールしながら効果的に利用する「デジタルリテラシー」といった力をしっか

りと身につけなければならないのです。

そこで南郷小では，２学期から子供たちにこの「デジタルリテラシー」も含め，自分の学習態度や生活習慣を定

期的に振り返る取組をスタートします。子供たちが成りたい自分に向かって自分で自分を育てる，名付けて「南小

自分事学習プロジェクト」です。このプロジェクトでは，子供たちだけに頑張ってもらうのではありません。南郷

小学校の先生方は，「分かる授業と伸びる学級集団作り」に取り組みます。そして保護者の皆様には，「家族団ら

んによる子供の愛着形成」を目標として，家族経営をしていただきたいのです。詳しくは右にまとめています。（HP

でも閲覧できます）デジタルリテラシーだけでなく，生活習慣作り，学力向上，愛着形成を一気に推進する子供，

先生，保護者の三位一体の計画です。ぜひご覧いただき，できるところから取り組んでいただければと思います。

季節は秋の夜長です。各家庭で「団らん」の時間を大事にし

ていただくことで，南小っ子たちは学校で，意欲と集中力が高

まった状態で学習に取り組むことができます。保護者の皆様に

ご協力をいただきたく，どうぞよろしくお願い致します。 南郷小 fb 南郷小 HP

＊「南小自分事学習プロジェクト」のフルサイズ資料は ,南小 HP や南小 fb からご確認できます。(^o^)
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当初は９月２・３日の予定でしたが，緊急事態宣言の発令により，

９月３０日～１０月１日に日程変更して実施しました。

１日目の「沢登り」は，暑いくらいの晴天で，一度濡れるとそこから拍車がかかり，元気に泳いだり跳び込んだり

して大自然を満喫しました。しかし，さすがに１０月ともなると，沢の水はかなり冷たかったようです。一生忘れら

れないほどの感動体験となったようです。夜の「キャンドルサービス」は，灯したろうそくの火に感動し，グループ

ごとに工夫を凝らしたスタンツとフォークダンスは大いに盛り上がりました。２日目はあいにくの雨でしたが，最初

の「焼き板づくり」では，それぞれ素敵な記念作品ができ上がりました。そして，最後の活動「野外炊飯」ではピザ

を作りました。かまどの火加減に悪戦苦闘しながら，どの班もおいしいピザができあがりました。

約１ヶ月，モチベーションを保つのが難しかったと思いますが，「いざ花山」となれば，充実した２日間を過ごし

た子どもたちでした。

楽しかった遠足
２・３・４年生がそれぞれ「石巻」「登米」「塩釜・松島」へ遠足に出掛けました。

「仮面ライダー『るきあ』」 「明治時代の教室で」 「遊覧船に乗って」
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